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(57)【要約】
　腹腔鏡鉗子は、遠位端部分を含むハンドピースと、ハ
ンドピースの遠位端部分から突出する管状部材であって
、遠位端を有する管状部材と、管状部材の中に配置され
、管状部材の遠位端から部分的に突出する脚部を有する
１対のジョーと、を含み、１対のジョーと管状部分とは
、管状部材の長軸方向に平行な方向に相対移動可能であ
り、１対のジョーの各々はアーチ状区間を有し、１対の
ジョーは、ジョーのアーチ状区画を超えて管状部材を前
進させることによって閉じることができ、また、腹腔鏡
鉗子は、１対のジョーと管状部材の間に管状部材の長手
方向軸に平行な方向に沿った相対移動を発生させる操作
可能機構を含み、管状部材の遠位端部分において、輪郭
形状は非円形である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠位端部分を含むハンドピース（４）と、
　ハンドピース（４）の遠位端部分から突出する管状部材（２０）であって、遠位端（６
）を有する管状部材と、
　管状部材（２０）の中に配置され、管状部材の遠位端から部分的に突出する、脚部（４
４）を有する１対のジョー（４０）と、を含み、１対のジョーと管状部材は管状部材の長
手方向軸に平行な方向に互いに相対移動可能であり、
　１対のジョーの各々がアーチ状区間を有し、ジョーのアーチ状区画を超えて管状部材を
前進させることによって、１対のジョーは閉じることができ、
　１対のジョー（４０）と管状部材（２０）の間に、管状部材の軸に平行な方向に沿った
相対運動を起こすための操作可能機構（５０）を含む腹腔鏡鉗子（２）において、
　管状部材の遠位端部分に非円形の輪郭形状が存在することを特徴とする腹腔鏡鉗子（２
）。
【請求項２】
　請求項１に記載の腹腔鏡鉗子において、
　輪郭形状は管状部材の一部を構成し、管状区間の輪郭形状が１対のジョー、ジョーの脚
部、またはその両方を幾何学的に拘束し、管状部材が管状部材の長手方向軸（２６）に沿
って移動するときに、ジョーを互いに接近させることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項３】
　前項まで何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　輪郭形状は、互いに略平行な２つの平坦な側面であることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項４】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　輪郭形状は、ジョー、ジョーの脚部、またはその両方の横方向の移動に抗する、２つの
対向する扇形湾曲形状であることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項５】
　請求項４に記載の腹腔鏡鉗子において、
　扇形湾曲形状（３２）は、扇形湾曲部分の長さの実質的に中央において高さが最大とな
る略半円形であり、対向する扇形湾曲形状が互いに向かって延びることを特徴とする腹腔
鏡鉗子。
【請求項６】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　輪郭形状は、上面と下面の上の１対の平坦面と、上面と下面の付近に位置する１対の対
向する側面の上の１対の平坦面と、であり、ギャップが、上面と下面の上の１対の平坦面
と、上面と下面の付近に配置された１対の対向する側面上の１対の平坦面との間に延びる
ことを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項７】
　請求項６に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ギャップはブレード用凹部（３４）であり、ブレード用凹部（３４）は、腹腔鏡鉗子（
２）のブレードがブレード用凹部（３４）を通って長手方向に延びて管状部材（２０）の
遠位端から外に出られる十分な大きさがあることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項８】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　管状部材（２０）の実質的に全部が略円形の断面を有し、管状部材の遠位端は、非円形
の輪郭形状を作るカムシャフト（７０）を含むことを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項９】
　請求項８に記載の腹腔鏡鉗子において、
　カムシャフト（７０）は、管状部材の遠位端において管状部材の内壁に接続されること
を特徴とする腹腔鏡鉗子。
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【請求項１０】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　管状部材（２０）の遠位端（２２）は、複数のポケットを形成する複数のアーチ状部分
を含み、複数のポケットのうちの各ポケットは、ジョー、ジョーの脚部、またはその両方
の一部の周囲に延びることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ブレード用凹部（３４）が複数のポケット（３６）の少なくともいくつかの間に延びる
ことを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項１２】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ジョーがピボットジョイント（５２）を含み、ジョーは、ピボットジョイント（５２）
を中心に回転して開閉することを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項１３】
　前項までの何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ジョーを開状態に保持するための付勢機構をさらに含むことを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項１４】
　ａ．ハンドピース（４）と、
　ｂ．ジョー付勢機構と、
　ｃ．管状部材（２６）であって、
　　ｉ．外管（１２２）と、
　　ｉｉ．内管（１２０）と、を含み、外管と内管が、ジョー付勢機構によって操作され
ると互いに対して移動するように構成されている管状部材と、
　ｄ．少なくとも部分的に管状部材の中を通って管状部材から延びるジョー（４０）と、
　ｅ．内管と外管を互いに対して付勢して、ジョーを開くように付勢する付勢部材（１５
０）と、を含む腹腔鏡鉗子（２）において、
　ジョーは、内管に固定された１つ以上の軸を中心に旋回し、
　外管がジョーを通過することで、ジョーが互いに向かって移動されることを特徴とする
腹腔鏡鉗子。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ピンが外管に接続されてジョーの間に延び、ピンは、外管が腹腔鏡鉗子の近位端に向か
って軸方向に移動すると、ジョーを互いに離隔させることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
【請求項１６】
　請求項１４および１５の何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ジョーがピボットジョイントを含み、ピボットジョイントは、内管に接続された１つ以
上のピンに接続されるため、１つ以上の軸は１つ以上のピンであることを特徴とする腹腔
鏡鉗子。
【請求項１７】
　請求項１４～１６の何れか１項に記載の腹腔鏡鉗子において、
　ブレードが管状部材の中に配置され、ブレードは、軸方向に移動して管状部材から出入
りできることを特徴とする腹腔鏡鉗子。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２つの対向するジョー間の離間部材、非円形形状の管状部材、またはその両方
を備える鉗子に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、鉗子は内視鏡手術に利用されてもよい。鉗子は、患者の体内での繊細な動きを
制御するために使用されてもよい。このような鉗子は体内対象物を把持するために使用で
きる。鉗子は、把持アセンブリまたはカッティングアセンブリを含んでいてもよい。鉗子
は、把持アセンブリで使用する電気エネルギーを含んでいてもよい。鉗子は１対の対向す
る弾性ジョーを有し、これらはジョーをシャフトの遠位端へと引き入れることによって相
互に閉じ、シャフトはジョーのうち、シャフトの遠位端側開口部より広い部分を捕捉し、
ジョー同士が移動される。同様に、シャフトをジョーの周囲で押し動かしてもよく、それ
によってジョー同士が移動して把持力を発生させる。これらのどちらにおいても、シャフ
トがジョーを捕捉してカムのように機能し、ジョー同士を付勢して把持力を発生させる。
弾性ジョーがカム動作により閉じられるいくつかの鉗子の例が、特許文献１、特許文献２
、特許文献３、特許文献４、特許文献５、特許文献６および、非特許文献１（２０１４年
４月３日に最後にアクセスされたｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｌｙｍｐｕｓ－ｏｓｔａ．ｃ
ｏｍ／ｈａｌｏ．ｈｔｍｌに掲載されたＨＡＬＯカッティング鉗子）に見られるかもしれ
ず、あらゆる目的のためにこれらすべての全文を参照によって本願に援用する。
【０００３】
　いくつかの腹腔鏡鉗子はジョーを含み、これは２つの脚部を有し、これらが遠位端で接
続されて、２つの脚部間にギャップが形成され、それによってブレードが２つの対向する
ジョーの中央でそのギャップに沿って移動できる。ジョーのカム動作中、ジョーが移動し
てブレードと接触するかもしれず、それが抗力を発生させて、ブレードの移動を防げ、お
よび／またはブレードの位置ずれを起こしうる。さらに、対向するジョーにかかるカム力
は均等でないかもしれず、対向するジョーに力が不均等に加わると、把持中にジョーの遠
位端が位置ずれする原因となりうる。
【０００４】
　腹腔鏡鉗子は、ジョーが開かれ、ジョーがシャフトによって拘束されなくなると、一般
に開く。この開く力が、閉じたジョーを組織の付近へと延ばし、それからジョーを開いて
組織が移動されるようにすることにより、組織を押し開くのに使用されてもよい。しかし
ながら、腹腔鏡鉗子の中には、閉位置から解除された時に、切開のために組織を移動させ
るのに十分な力を持たないものもある。その他の能動的切開用具によって、使用者は機械
的連結手段を通じてジョーを開閉できる。このような機械的連結手段によれば、一般に、
使用者が組織に加えられる力の量をある程度制御できる。しかしながら、機械的連結手段
は組立が困難な多くの精巧な部品を含み、高価であり、組織を移動させるための装置が複
雑となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許第５，４５８，５９８号明細書
【特許文献２】米国特許第５，７３５，８４９号明細書
【特許文献３】米国特許第５，４４５，６３８号明細書
【特許文献４】米国特許第６，１９０，３８６号明細書
【特許文献５】米国特許第６，１１３，５９６号明細書
【特許文献６】米国特許第６，６７９，８８２号明細書
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ＨＡＬＯカッティング鉗子（ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｏｌｙｍ
ｐｕｓ－ｏｓｔａ．ｃｏｍ／ｈａｌｏ．ｈｔｍｌ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　鉗子が、２つの対向するジョー間の移動を制御する装置を含んでいれば魅力的であろう
。必要なのは、ジョーの付勢を助け、ブレードのアラインメントを保持する装置である。
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必要なのは、ジョーを開く装置である。ジョーを切開に使用できるような十分な力でジョ
ーを開く装置があれば魅力的であろう。必要なのは、ジョーを開き、往復運動するブレー
ドを妨害しない装置である。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願は、上記の必要性の１つまたは複数を腹腔鏡鉗子の提供によって満たし、これは、
遠位端部分を含むハンドピースと、ハンドピースの遠位端部から突出する管状部材であっ
て、遠位側開口部を有する遠位端を有する管状部材と、管状部材の中に配置され、管状部
材の遠位端の遠位側開口部から部分的に突出する、脚部を有する１対のジョーと、を含み
、１対のジョーと管状部材は相互に関して管状部材の長手方向軸に平行な方向に移動可能
であり、１対のジョーの各々はアーチ状区間を有し、また、１対のジョーと管状部材の間
に、管状部材の長手方向軸に平行な方向に沿った相対運動を起こすための操作可能機構と
、管状部材の遠位側開口部を横切り、１対のジョーの間に延びる１つまたは複数の離間部
材と、を含み、１対のジョーは、管状部材と１対のジョーを相互に向かって相対移動させ
、管状部材を、１対のジョーのアーチ状区間を通過して前進させることによって閉じるこ
とができ、１対のジョーは、管状部材と１対のジョーを相互に離れるように相対移動させ
、１つまたは複数の離間部材が１対のジョー間に延びて、１対のジョーが相互に離れるよ
うに移動されることによって開くことができる。
【０００９】
　本願は腹腔鏡鉗子を提供し、これは、遠位端部分を有するハンドピースと、ハンドピー
スの遠位端部分から突出する管状部材であって、遠位端を有する管状部材と、管状部材の
中に配置され、管状部材の遠位端から部分的に突出する、脚部を有する１対のジョーと、
を含み、１対のジョーと管状部材は、管状部材の長手方向軸に平行な方向に互いに相対移
動可能であり、１対のジョーの各々はアーチ状区間を有し、１対のジョーは、管状部材を
、ジョーのアーチ状区間を通過して前進させることによって閉じることができ、また、１
対のジョーと管状部材の間に、管状部材の軸に平行な平行に沿った相対的運動を起こすた
めの操作可能機構を含み、管状部材の少なくとも遠位端は非円形の輪郭形状を有する。
【００１０】
　腹腔鏡鉗子であって、（ａ）ハンドピースと、（ｂ）ジョー付勢機構と、（ｃ）管状部
材であって、（ｉ）外管と、（ｉｉ）内管と、を含み、外管と内管が、ジョー付勢機構に
よって操作されると相対的に軸方向に移動するように構成されている管状部材と、（ｄ）
管状部材の外まで延びる２つ以上のジョーであって、内管に固定された共通軸の周囲で旋
回する２つ以上のジョーと、を含み、外管は、ジョー付勢機構の作動中に２つ以上のジョ
ーを通過し、２つ以上のジョーが付勢に向かって移動される腹腔鏡鉗子。
【００１１】
　腹腔鏡鉗子であって、（１）ハンドピースと、（２）ジョー付勢機構と、（３）管状部
材であって、（ｉ）外管と、（ｉｉ）内管と、を含み、外管と内管が、ジョー付勢機構に
よって操作されると相互に関して移動可能である管状部材と、（４）管状部材から延び、
少なくとも部分的に管状部材を通るジョーと、（５）付勢要素であって、内管と外管を相
互に関して付勢して、付勢要素がジョーを開くように付勢する付勢要素と、を含み、外管
がジョーを通過し、ジョーが相互に向かって移動される腹腔鏡鉗子。
【００１２】
　本願の教示は、腹腔鏡鉗子が管状部材の遠位端に配置されたカムシャフトを含むこと、
１つまたは複数の離間部材が、両者間にブレード用凹部を含む１対の対向するピン、管状
部材の遠位側開口部を横切って延びる１つの連続的離間部材、またはその両方であること
、１つまたは複数の離間部材が、概してきのこ形状を含み、および／または管状部材、カ
ムシャフトまたはその両方の材料折り曲げ部であること、１つまたは複数の離間部材が、
管状部材の遠位側開口部の外へと、管状部材の長手方向軸に沿って延びる１つまたは複数
のバーであること、１つまたは複数のバーの各々が一方の端に球根状部分を含み、それに
よって１つまたは複数のバーの各々の大きさが増大し、球根状部分が１対の対向するジョ
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ー、ジョーの脚部、またはその両方に接触すると、ジョーが相互に離れるように移動され
ること、腹腔鏡鉗子がブレードを含み、ブレードが管状部材の長手方向軸に沿って延びる
ピン用凹部を有し、１つまたは複数の離間部材がピン用凹部を通って延び、ブレードを伸
展可能および収縮可能であること、ジョーがピボットジョイントを含み、ジョーがその周
囲で回転して開閉すること、内管が管状部材の全部または一部の中に延びること、ジョー
を開位置に保持するための付勢機構、共通軸は、２つ以上のジョーの各々を管状部材に接
続するピンであること、腹腔鏡鉗子がブレードを含み、ブレードが、ピンの一部を受ける
ピン用凹部を含み、刃が管状部材の長手方向軸に沿って移動可能であること、離間部材が
外管に接続されて、離間部材がジョーを開かせるようになっていること、輪郭形状が管状
部材の一部であり、管状区間の輪郭形状が１対のジョー、ジョーの脚部、またはその両方
を幾何学的に拘束して、管状部材が管状部材の長手方向軸に沿って移動している時にジョ
ーが相互に閉じるようになっていること、輪郭形状が、相互に概して平行な２つの平坦な
側面であること、輪郭形状が２つの対向する扇形湾曲形状であり、これがジョー、ジョー
の脚部、またはその両方の横方向の移動に抗すること、扇形湾曲形状は、扇形湾曲部分の
長さの実質的に中央において高さが最大となる略半円形であり、対向する扇形湾曲形状が
相互に向かって延びていること、輪郭形状が上面と下面の上の１対の平坦面と上面と下面
の付近に配置された１対の対向する側面の上の１対の平坦面であり、ギャップが上面と下
面の上の１対の平坦面と上面と下面の付近に配置された１対の対向する側面の上の１対の
平坦面の間に延びること、ギャップがブレード用凹部であり、これは腹腔鏡鉗子のブレー
ドがブレード用凹部を通って長手方向に、管状部材の遠位端から外に出られる十分な大き
さであること、管状部材の実質的に全部が概して円形の断面を有し、管状部材の遠位端が
、非円形の輪郭形状を作るカムシャフトを含むこと、カムシャフトが管状部材の遠位端に
おいて管状部材の内壁に接続されていること、管状部材の遠位端が複数のアーチ状部分を
含み、これが、各々がジョー、ジョーの脚部、またはその両方の一部の周囲に延びる複数
のポケットを形成すること、ブレード用凹部が複数のポケットの少なくともいくつかの間
に延びること、ジョーがピボットジョイントを含み、ジョーがそのピボットジョイントを
中心に回転して開閉すること、ジョーを開位置に保持するための付勢機構、ピンが外管に
接続されて、ジョー間に延び、外管が腹腔鏡鉗子の近位端に向かって軸方向に移動すると
、ピンがジョーを相互に離すこと、ジョーがピボットジョイントを含み、ピボットジョイ
ントが内管に接続された１つまたは複数のピンに接続され、１つまたは複数の軸が１つま
たは複数のピンであること、ブレードが管状部材の中に配置され、ブレードが軸方向に移
動して管状部材から出入りできること、またはこれらの組合せを定める。
【発明の効果】
【００１３】
　本願の教示は、鉗子が２つの対向するジョー間の移動を制御する装置を含むことを定め
る。本願の教示は、ジョーの付勢を助け、ブレードのアラインメントを保持する装置を提
供する。本願の教示は、ジョーを開く装置を提供する。本願の教示は、ジョーを切開に使
用できるように十分な力でジョーを開く装置を提供する。本願の教示は、ジョーを開き、
往復運動するブレードを妨害しない装置を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】腹腔鏡鉗子の側面図を示す。
【図２Ａ１】管状部材の端の斜視図を示す。
【図２Ａ２】図２Ａ１の管状部材の断面図を示す。
【図２Ｂ１】管状部材の端の斜視図を示す。
【図２Ｂ２】図２Ｂ１の管状部材の断面図を示す。
【図２Ｃ１】管状部材の端の斜視図を示す。
【図２Ｃ２】図２Ｃ１の管状部材の断面図を示す。
【図３】管状部材および／またはカムシャフトの端を示す。
【図４】管状部材および／またはカムシャフトの端面図を示す。
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【図５】管状部材および／またはカムシャフトの端の側面図を示す。
【図６】管状部材および／またはカムシャフトの端の断面図を示す。
【図７】カムシャフトの斜視図を示す。
【図８】図７のカムシャフトの側面図を示す。
【図９】図７のカムシャフトの上面図を示す。
【図１０】図７のカムシャフトの端面図を示す。
【図１１】図７のカムシャフトから外に延びるジョーの一例を示す。
【図１２】透明の状態で示される腹腔鏡鉗子の遠位端の側面図である。
【図１３】透明の状態で示される腹腔鏡鉗子の斜視図を示す。
【図１４Ａ】離間部材の斜視図である。
【図１４Ｂ】図１４Ａの離間部材の端面図である。
【図１５】図１６の腹腔鏡鉗子の断面図である。
【図１６】腹腔鏡鉗子の遠位端の斜視図である。
【図１７Ａ】カムシャフトの斜視図である。
【図１７Ｂ】図１７Ａのカムシャフトの端を示す図である。
【図１８】閉位置にある腹腔鏡鉗子のジョーの一例の断面図である。
【図１９】開位置にある腹腔鏡鉗子のジョーの一例の断面図である。
【図２０】腹腔鏡鉗子の遠位端の斜視図である。
【図２１】図２０の腹腔鏡鉗子の端面図である。
【図２２】腹腔鏡鉗子の分解図である。
【図２３】カムシャフトおよび／または管状部材の端の斜視図である。
【図２４】図２３のカムシャフトおよび／または管状部材の断面図である。
【図２５Ａ】管状部材および／またはカムシャフトの側面図である。
【図２５Ｂ】管状部材および／またはカムシャフトの側面図である。
【図２６】管状部材の中に配置されたカムシャフトの斜視図である。
【図２７】旋回式ジョーを含む腹腔鏡鉗子の斜視図である。
【図２８】図２７の腹腔鏡鉗子の断面図である。
【図２９】旋回式ジョーを含む腹腔鏡鉗子の分解図である。
【図３０】本願の教示の旋回式ジョーの拡大図である。
【図３１】カバーが取り除かれた、付勢部材を含むハンドピースの一例の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書で提示する説明と図は、当業者に教示、その原理、およびその実践的用途を紹
介するためのものである。当業者であれば、特定の用途の要求事項に最もよく適合するよ
うに、この教示を様々な形態で適応させ、応用できる。したがって、ここに記されている
本願の具体的な教示は、これらがすべてである、または教示を限定するとは意図されてい
ない。したがって、教示の範囲は上記の説明を参照して判断されるべきではなく、付属の
特許請求の範囲と、このような特許請求の範囲について認められる均等物の全範囲を参照
して判断されるべきである。すべての記事、参照文献の開示は、特許出願および公報を含
め、あらゆる目的のために参照によって本願に援用する。後述の特許請求の範囲から探り
出されるように、他の組合せもまた可能であり、これらもまた参照によって本明細書に援
用する。
【００１６】
　本願の教示は、２０１３年１０月１０日に出願された米国仮特許出願第６１／８８９，
０６０号の優先権を主張するものであり、その全文をあらゆる目的のために参照によって
本願に援用する。本願の教示は、鉗子装置を提供する。鉗子は、物体を把持するように機
能してもよい。好ましくは、鉗子は手術中、関心対象物、例えば体の一部、体内対象物、
組織、静脈、動脈、またはこれらの組合せを把持するために使用されてもよい。鉗子は、
手術、例えば内視鏡手術中に使用されるように機能してもよい。鉗子の使用に電源が使わ
れても、使われなくてもよい。鉗子に電流を流し、鉗子が電気手術に使用されるようにし



(8) JP 2016-530968 A 2016.10.6

10

20

30

40

50

てもよい。例えば、組織がジョー内にある時に治療用電流を１つのジョーから第二のジョ
ーに流してもよく、治療用電流は血液を凝固させ、または焼灼し、または切断し、または
それらの組合せを行ってもよい。他の例において、治療用電流をジョーのうちの１つまた
は複数から離れた場所にある電極（例えば、リターンパッド）に流してもよい。鉗子は一
般に、１つまたは複数の機能アセンブリと、１つまたは複数のアセンブリを作動させるの
に十分な制御手段を含んでいてもよい。鉗子は、上記の機能を果たすのに必要な部品から
構成されてもよく、一般に、スタイレット（例えば、管状部材、中空管、または管アセン
ブリ）、ハンドピース、スタイレットを操作するために使用される１つまたは複数の操作
可能機構、またはそれらの組合せを含んでいてもよい。ハンドピースは、空洞を有するハ
ンドピース構造を形成することのできる部品または筐体構造のアセンブリであってもよい
。
【００１７】
　ハンドピースは、鉗子のための格納構造、使用者のための把持部分、鉗子を操作するた
めの主要部分、またはこれらの組合せを形成するように機能してもよい。ハンドピースは
、鉗子の機能アセンブリおよび部品を格納する何れの装置であってもよい。ハンドピース
は、１つまたは複数の筐体構造から構成されてもよい。好ましくは、ハンドピースは２つ
以上の筐体構造である。ハンドピースは、使用者が把持する何れの構造であってもよい。
ハンドピースは、本明細書に記載の構成要素の１つまたは複数を組み合わせて鉗子を形成
する何れの構造であってもよい。ハンドピースは、内視鏡手術の施行を助けてもよい。ハ
ンドピースは、人間工学的な形状であってもよい。ハンドピースの人間工学的形状は、鉗
子をどちらの手でも同様に使用できるような何れの形状であってもよい。ハンドピースの
人間工学的形状は、ハンドピースを握っている片手ですべての制御部にアクセスできるよ
うな何れの形状であってもよい。ハンドピースは、筐体構造から構成されてもよい。筐体
構造は、ハンドピースを形成する１つまたは複数の装置であってもよい。筐体構造は、特
定の部品を所定の位置に固定できる何れの装置であってもよい。筐体構造は、鉗子の機能
アセンブリを格納する空洞を形成してもよい。筐体構造は、１つまたは複数の筐体構造お
よび、好ましくは２つ以上の筐体構造であってもよい。筐体構造は、鉗子の１つまたは複
数の構成要素を受けるための凹部を含む何れの装置であってもよい。筐体構造は、１つま
たは複数の操作可能機構を格納してもよい。
【００１８】
　１つまたは複数の操作可能機構は、１つまたは複数のレバーであってもよい。１つまた
は複数の操作可能機構は、１つまたは複数の操作可能機構の一部に手、指、足、またはこ
れらの組合せによって圧力を加えることによって操作され、または移動されてもよい。１
つまたは複数の操作可能機構は、他の可動構成要素、例えば管状部材、カッティングアセ
ンブリ、ブレードアセンブリ、機能的アセンブリ、またはこれらの組合せに付勢できる何
れの装置であってもよい。１つまたは複数の操作可能機構は、どちらの手でも付勢可能で
あってよい。１つまたは複数の操作可能機構は、２つの異なる機能に連結してもよく、そ
れを付勢することによって各機能を個別に、または同時に機能させてもよい１つの操作可
能機構であってもよい。例えば、操作可能機構は、ダブルヒンジピンを含んでいてもよく
、第一のヒンジを動かすとジョーが作動してもよく、第二のピンを動かすと、ブレードが
前進してもよい。好ましくは、１つまたは複数の操作可能機構は２つの操作可能機構であ
ってもよく、各々の操作可能機構を付勢して異なる機能が果たされるようにしてもよい。
２つの操作可能機構は、クランプ型操作可能機構とカットトリガ型操作可能機構であって
もよい。２つの操作可能機構の組合せは、１つまたは複数のジョー、１つまたは複数のス
タイレット、またはこれらの組合せを作動させるための二又の両面カムフィンガ、ヨーク
、またはそれらの組合せを含んでいてもよい。
【００１９】
　１つまたは複数の操作可能機構は、１つまたは複数のカムフィンガを含んでいてもよい
。好ましくは、１つまたは複数の操作可能機構の各々は１のカムフィンガを含む。１つま
たは複数のカムフィンガは、使用者からの運動をスタイレット、ブレード、ジョーまたは
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それらの組合せに転換してもよい。１つまたは複数のカムフィンガは、ハンドピース内に
配置された管状部材、ブレードアセンブリ、ジョーアセンブリ、またはそれらの組合せの
一部に作用してもよい。１つまたは複数のカムフィンガ、管状部材、ブレードアセンブリ
、ジョーアセンブリ、またはこれらの組合せは、１つまたは複数の操作可能機構が解除さ
れると、開始位置に戻され、または所定の位置に移動され、またはその両方とされてもよ
い。開始位置に戻る、所定の位置への、またはその両方の移動は、カムフィンガ、操作可
能機構、またはその両方と連通する回帰機構によって行われてもよい。
【００２０】
　回帰機構は、１つまたは複数のアセンブリの作動を助けてもよい。回帰機構は、作動後
に、１つまたは複数のアセンブリを中立位置および／または休止位置に戻してもよい。回
帰機構は、管状部材および／またはスタイレットを休止位置へと付勢して、管状部材およ
び／またはスタイレットが作動され、作動状態から解除されると、管状部材および／また
はスタイレットが休止位置に戻るようにする何れの装置であってもよい。回帰機構は、付
勢部材（例えば、ばね構造、弾性部材、圧縮可能部材、伸縮性部材、圧縮および解放可能
な何れかの構造、またはこれらの組合せ）であり、および／またはこれらを含んでいても
よい。回帰機構は戻しばねであってもよい。回帰機構は、スタイレット、管状部材、また
はその両方の近位端に接続されてもよい。管状部材の近位端はハンドピースの空洞内に配
置されてもよく、１つまたは複数の機能的アセンブリ（例えば、把持アセンブリ、カッテ
ィングアセンブリ、またはその両方）がスタイレット、管状部材、またはその両方の遠位
端に配置されてもよい。
【００２１】
　把持アセンブリは、把持力を発生させ、または関心対象物を把持し、またはその両方を
行うように機能してもよい。把持アセンブリは、把持力を提供し、または１つまたは複数
の物体を把持し、またはその両方を行う１つまたは複数の装置または部品であってもよい
。把持アセンブリは、手術中に１つまたは複数の関心対象物（例えば、組織、静脈、動脈
、体内対象物、またはこれらの組合せ）を把持するために使用できる部品の何れの組合せ
であってもよい。把持アセンブリは、１つまたは複数の操作可能機構によって作動されて
もよい。把持アセンブリは手術、例えば内視鏡手術中に使用されてもよい。把持アセンブ
リは、患者の体の１つまたは複数の関心対象物が把持アセンブリによって操作され、また
は把持アセンブリによって固定され、またはそれらの組合せが行わるのに十分な把持力を
発生させてもよい。把持アセンブリは、管状部材を通って延びてもよい部品で構成されて
もよい。把持アセンブリは、軸（例えば、把持アセンブリの回転軸、管状部材の長手方向
軸、把持アセンブリの長手方向軸、またはこれらの組合せ）の周囲で回転可能な部品のア
センブリであってもよい。把持アセンブリは、同時に回転されながら把持および釈放して
もよい。把持アセンブリは、把持アセンブリと連通する作動機構により作動されてもよい
。把持アセンブリは、２つの対向するジョーをスタイレット（例えば、１つまたは複数の
管状部材）の中に引き込み、２つの対向するジョーを押し閉じることによって作動されて
もよい。把持アセンブリは、１つまたは複数の管状部材をハンドピースから延ばし、１つ
または複数の管状部材が２つの対向するジョーを相互に向かって付勢して閉位置とし、ま
たは把持力を発生させ、またはその両方を行うように作動されてもよい。把持アセンブリ
は一般に、２つ以上の対向するジョー、１つまたは複数のジョーシャフトまたは脚部、ま
たはそれらの組合せを有していてもよい。好ましくは、把持アセンブリは２つのジョーシ
ャフトまたは脚部を有していてもよく、各々が作動部を含み、対向するジョーがジョーシ
ャフトまたは脚部の各々に取り付けられる。
【００２２】
　２つ以上の対向するジョーは、把持力を発生させるように機能してもよい。２つ以上の
対向するジョーは相互に向かって移動し、把持力を発生させ、または関心対象物を把持し
、またはその両方を行ってもよい。２つ以上の対向するジョーは、手術、例えば内視鏡手
術中に関心対象物を把持するために使用可能な何れの装置であってもよい。２つまたは複
数の対向するジョーは、関心対象物を切るために把持し、または固定するために使用され
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るように機能してもよい。２つまたそれ以上の対向するジョーは、ジョーが把持機能を実
行し、または把持力を発生させ、またはその両方を行う何れの形状と大きさであってもよ
い。好ましくは、２つ以上の対向するジョーは、１つのジョー構造と別の鏡像のような（
すなわち、同一の）対向するジョー構造であってもよく、これらは両者が付勢されると把
持力を発生させてもよい。２つの対向するジョーは、相互に関して移動可能で把持機能を
果たしてもよい何れの２つ以上の構造であってもよい。２つの対向するジョーは、一方の
ジョーを静止させて一方のジョーを移動させる、またはその何れかの組合せを可能にする
何れの構造であってもよい。２つの対向するジョーは、２つ以上の対向するジョーの機能
を保持しながら、カッティング器材を挿入できるギャップ（例えば、ブレードトラック）
を含んでいてもよい。
【００２３】
　ギャップは、ブレード、機能的要素、手術器具、またはこれらの組合せがジョーのギャ
ップ内に、ジョー間のギャップ内に、またはその両方に延ばすことができるような何れの
形状または大きさであってもよい。ブレード、手術器具、機能的要素、またはこれらの組
合せは、２つの対向するジョーが閉じている、または開いている、またはそれらの中間の
位置にある時に、２つの対向するジョーの中に（またはそれらの間に）形成されるギャッ
プ内に延びてもよい。ギャップは対向するジョーの中に形成されてもよく、ジョーは、ギ
ャップを含むように形成できるワイヤ材料で作製されてもよく、材料が除去されてギャッ
プが形成されてもよく、またはそれらの組合せであってもよい。ギャップ（例えば、ブレ
ードトラック）は、使用中にブレードがギャップ内で軸方向に延びるように、管状部材、
ブレード、またはその両方の長手方向軸に沿って延びていてもよい。ジョーが作製される
材料は、ギャップを含むように形成されてもよい。
【００２４】
　２つの対向するジョーは、２つの対向するジョーが把持力を生成するために使用されて
もよいような何れの材料で作製されてもよい。２つの対向するジョーは、柔軟材料、弾性
材料、剛性ステンレススチール、塑性変形可能材料、弾性変形可能材料、またはこれらの
組合せで作製されてもよい。２つの対向するジョーは、導電性材料で作製されてもよい。
ジョーは、保護カバーを含んでいてもよい。
【００２５】
　保護カバーは、電流リークを防止し、または電力が希望されない位置に印加されるのを
防止し、またはワイヤを絶縁し、または所定の位置に接点を設け、またはこれらの組合せ
を行うように機能してもよい。保護カバーは、ジョーの外側を保護してもよい。保護カバ
ーは、迷走電流を防止してもよい。保護カバーは、電流を所望の位置に誘導するのを助け
てもよい。保護カバーは、絶縁材料で作製されてもよい。保護カバーは、ゴム、プラスチ
ック、ポリマ、絶縁材料、またはこれらの組合せで作製され、および／またはこれらを含
んでいてもよい。保護カバーは、ジョーの一部のみを被覆し、ジョーに電力を印加できる
ようにしてもよい。
【００２６】
　２つの対向するジョーは、２つの対向するジョーにより把持される関心対象物に電気を
印加するために使用されてもよい。２つの対向するジョーの把持部分は、関心対象物を把
持するための表面加工部を有していてもよい。例えば、表面加工部は、平滑、平坦、凹凸
、ぎざぎざ、ざらざら、畝状部、歯を含む、またはこれらの組合せであってもよい。好ま
しくは、２つの対向するジョーの把持部分は、よりしっかりと把持するために、ぎざぎざ
の縁端を有していてもよい。２つの対向するジョーは、よりしっかりと把持するために、
ぎざぎざの縁端と同様に機能してもよい表面を持つ縁端を有していてもよい。２つの対向
するジョーは、１つまたは複数の管状部材の軸に沿って１つまたは複数のジョーシャフト
の１つを引き戻すこと、または１つまたは複数の管状部材を遠位端に向かって移動させる
こと、またはその両方を行うことによって開位置から閉位置へと付勢されてもよい。２つ
の対向するジョーはジョー付勢機構を含み、またはジョー付勢機構の一部であり、または
その両方であってもよい。２つの対向するジョーは、ジョーの近位端（例えばジョーのヒ
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ール部）に、管状部材の遠位端から外に突出する、横方向に延びるアーチ状区間を有して
いてもよい。
【００２７】
　アーチ状区間は、ジョーを相互に向かって移動させる傾斜面を作るように機能してもよ
い。アーチ状区間は、アーチ状区間がスタイレット、管状部材、またはその両方の中に適
合しないように十分に大きい上昇面を形成してもよい。アーチ状区間は、ジョーシャフト
またはジョーシャフトの脚部に形成されてもよい。アーチ状区間は、ジョーシャフト、脚
部、またはその両方に追加された部分であってもよい。アーチ状区間は、ジョーが閉じた
時に、その最大寸法がスタイレット、管状部材、またはその両方の最大内側開口部より大
きくてもよい。好ましくは、横方向に延びるアーチ状区間の少なくとも一部は管状部材の
口より広く、管状部材、ジョーシャフト、またはその両方の軸方向の移動が２つの対向す
るジョーを付勢して、２つのジョーを閉じ、または把持力を発生させ、またはその両方を
行う。例えば、操作可能部材が作動されると、１つまたは複数の管状部材が２つの対向す
るジョーに向かって（すなわち、ハンドピースから遠ざかるように）移動してもよく、２
つの対向するジョーを相互に向かって付勢してもよい。１つまたは複数のジョーは、１つ
または複数のアーチ状区間を持たなくてもよい。把持アセンブリの２つの対向するジョー
の近位端は各々、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその
両方に取り付けられてもよい。
【００２８】
　１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は、使用者
が２つ以上の対向するジョー間に関心対象物を位置整合させるのを助け、または２つの対
向するジョー間に把持力を発生させるのを助け、または１つまたは複数のジョーを支持し
、または１つまたは複数の管状部材および／または管状部材を通って延び、またはこれら
のあらゆる組合せを行うように機能してもよい。１つまたは複数の脚部、１つまたは複数
のジョーシャフト、またはその両方は、管状部材の中央部分を通って延びてもよく、１つ
または複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は管状部材に関し
て（すなわち、平行に、軸方向に、またはその両方に）移動可能である。１つまたは複数
の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は一般に、上記の機能を果た
すような何れの形状であってもよい。１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシ
ャフト、またはその両方は、２つの対向するジョーを支持し、ジョーの把持動作を支持す
るのに十分な強度を有する何れの軽量材料であってもよい。１つまたは複数の脚部、１つ
または複数のジョーシャフト、またはその両方は、中実の円筒形ロッド形状、中空の円筒
形ロッド形状、半円形、またはそれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の脚部、
１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は、１つまたは複数の平坦部分を含ん
でいてもよく、またはアーチ状でない部分を含んでいてもよく、または非対称であっても
よく、またはこれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の脚部、１つまたは複数の
ジョーシャフト、またはその両方は、柔軟、剛性、導電性、弾性変形可能、またはこれら
の組合せであってもよい。好ましくは、１つまたは複数のジョーシャフトは中空管であっ
てもよい。より好ましくは、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、
またはその両方は、ジョーを形成し、折り畳むことによってジョーの対向する脚部を形成
してもよい。例えば、脚部は管状部材の外へと延び、湾曲して管状部材の中に戻り、管状
部材から出ている部分がジョーを形成するようになっていてもよい。１つまたは複数の脚
部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は、管状部材を通って、管状部材
の遠位端において、管状部材の近位端において、またはそれらの組合せにおいて外に出て
もよい。１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方は、
管状部材の遠位端から外に出てもよく、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョー
シャフト、またはその両方の遠位端に接続された機能的アタッチメントを有していてもよ
い。機能的アタッチメントは、２つの対向するジョーの一方または両方に接続されてもよ
く、または把持機能を果たすのと同等の機能を有するアタッチメントであってもよい。１
つまたは複数のジョーシャフトおよび／または１つまたは複数の脚部は、管状部材の中の
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カッティングアセンブリに隣接し、またはその対向する側面に沿って延び、またはそれを
取り囲み、またはそれらの組合せの状態であってもよい。１つまたは複数のジョーシャフ
トは、管状部材、内管、またはその両方の遠位端領域で終了してもよい。
【００２９】
　１つまたは複数のジョーシャフトはピボットジョイントを含んでしてもよい。ピボット
ジョイントは、ジョーをピン、内管、管状部材、カムシャフト、またはこれらの組合せに
接続するジョイントであってもよい。好ましくは、ピボットジョイントはジョーシャフト
を内管の中のピンに接続する。ピボットジョイントは、ジョーシャフトがピボットジョイ
ントを通って延びる軸の周囲で回転可能となるようにジョーシャフトを接続するように機
能してもよい。ピボットジョイントは、管状部材の中央領域に（例えば、中心に沿って）
、または１つまたは複数の側壁に沿って（例えば、縁辺に沿って）、またはその両方に延
びていてもよい。ピボットジョイントは、１つまたは複数のピン、リベット、接続点、ボ
ルト、ねじ、またはそれらの組合せを受ける貫通穴であってもよい。ピボットジョイント
は、ピン、リベット、接続点、ボルト、ネジまたはこれらの組合せであってもよく、これ
らはジョーから延びて管状部材、内管、カムシャフト、またはこれらの組合せと接触する
。ピボットジョイントは、ジョーがその周囲で回転する１つまたは複数の接触点を作るよ
うに機能してもよい。ピボットジョイントは、１つまたは複数の付勢装置を含んでいても
よく、これはジョーを開き、またはジョーを開位置に移動させ、またはジョーを中立位置
（これは開位置であってもよい）に移動させ、またはそれらの組合せを行ってもよい。ピ
ボットジョイントは、１つまたは複数の機能的要素、１つまたは複数のブレード、１つま
たは複数のカッティングアセンブリ、またはこれらの組合せが管状部材、内管、カムシャ
フトまたはそれらの組合の外に出るように配置されてもよい。ジョーは、１つまたは複数
のジョー付勢機構によって付勢されてもよい。
【００３０】
　ジョー付勢機構は、ジョーを開位置から閉位置に移動させるように機能してもよい。ジ
ョー付勢機構は、閉じる力、把持力、またはその両方を発生させるように機能してもよい
。ジョー付勢機構は、他の装置または特徴物を一切必要とせずに、ジョーを閉じさせるよ
うに機能してもよい。ジョー付勢機構は、ジョーを閉じるように付勢し、またはジョーを
開くように付勢し、またはその両方を行うように機能してもよい。ジョー付勢機構は、ジ
ョーを閉じるだけであってもよい。ジョー付勢機構は、１つまたは複数の中空の管（例え
ば、管状部材または外管）の組合せ、１つまたは複数のアーチ状区間、または好ましくは
その両方の組合せであってもよい。ジョー付勢機構は、ジョーを軸の周囲で回転させても
よい。ジョー付勢機構は、各ジョーと個別に連通してもよい。ジョー付勢機構はジョー閉
鎖機構であってもよい。ジョー閉鎖機構は、カッティングアセンブリと協働してもよい。
【００３１】
　カッティングアセンブリは、切ることのできる部品の何れのアセンブリであってもよい
。カッティングアセンブリは、外科手術中に組織、静脈、動脈、体内対象物、関心対象物
、またはそれらの組合せを切るように機能してもよい。カッティングアセンブリは、手術
、例えば内視鏡手術に使用可能な何れのカッティングアセンブリであってもよい。カッテ
ィングアセンブリは、管状部材内部および／または管状部材に適合する、またはスタイレ
ットおよび／または管状部材の中に延びる、または１対の対向するジョー間に延びる、ま
たは脚部間に延びる、または脚部とジョーの間に延びる、またはジョーシャフト間に延び
る、またはジョー間に延びる、またはこれらの組合せの状態であってもよい部品の組合せ
であってもよい。カッティングアセンブリは、管状部材とは別に、または管状部材と一緒
に回転可能な部品の何れのアセンブリであってもよい。カッティングアセンブリは、作動
機構によって切る機能を果たすように作動されてもよい。カッティングアセンブリは、一
般にブレード、ブレードシャフト、またはこれらの組合せを含んでいてもよい何れのカッ
ティングアセンブリであってもよい。
【００３２】
　ブレードは、関心対象物を切るように機能してもよい。ブレードは手術、例えば内視鏡
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手術中に使用可能な何れのカッティング器具であってもよい。ブレードは、管状部材の中
で伸縮可能な何れのカッティング装置であってもよい。ブレードは、先鋭化可能であり、
または関心対象物を切るのに十分な強度を有し、または生体適合性であり、または導電性
であり、またはこれらの組合せである何れの材料で作製されてもよい。ブレードは、ブレ
ードが管状部材の内部に適合し、２つの対向するジョー間、ジョーに接続された２つの脚
部間、またはその両方に形成されたギャップの中に延び、関心対象物を切ることのできる
何れの形状であってもよい。ブレードは、その長さに沿って実質的に中実であってもよい
。ブレードは、ブレードが関心対象物を切るのに十分に長い長さを有していてもよい。ブ
レードの最大長さは、ジョーの長さと等しくてもよい。ブレードの長さは、カムシャフト
の突出部のそれと実質的に等しくてもよい。ブレードの長さは、突出部のそれより短くて
もよい。ブレードは、１つまたは複数の凹部を含んでいてもよい。ブレードはピン用凹部
を含み、離間部材、ピン、またはその両方がブレードを通って延び、ブレードが依然とし
て軸方向に移動できるようになっていてもよい。ピン用凹部は、ブレードが軸方向に移動
できるように機能してもよい。ピン用凹部は、ブレード内の貫通穴であってもよい。ピン
用凹部は、離間部材、ピン、またはその両方のそれと実質的に同一の形状を有していても
よい。ピン用凹部は、丸、楕円、スロット、スリット、またはこれらの組合せであっても
よい。ピン用凹部は、ジョーが開いている時、ジョーが閉じている時、またはそれらの間
の位置にある時に、ブレードが完全に伸展できるように機能してもよい。ピン用凹部は、
管状部材、ジョー、またはその両方の軸方向の移動と実質的に等しい長さを有していても
よい。ブレードは、ブレードが移動中、挿入中、またはその両方で管状部材の中に価格能
されてもよいように十分に小さくてもよい。ブレードは、２つの対向するジョーの中のギ
ャップ内へと延ばされ、そこから引き戻されてもよい。ブレードの遠位端は、成形された
縁端を有していてもよい。ブレードの近位端は、ブレードシャフトに取り付けられてもよ
い。
【００３３】
　ブレードシャフトは、ブレードを支持し、ブレードを軸方向に移動させるのを助けても
よい。ブレードシャフトは、ブレードを管状部材の軸、管状部材、またはその両方に沿っ
て、管状部材、管状部材、またはその両方から出るように（例えば、２つの対向するジョ
ーにより形成されるギャップの中に）軸方向に延ばしてもよい。ブレードシャフトは、操
作可能機構を介してブレードを延ばし、および／または引き戻すように機能してもよい。
ブレードシャフトは手術中にブレードを作動させるために使用されてもよい。ブレードシ
ャフトは、管状部材の内部でブレードを作動させる形状と大きさであってもよい。例えば
、ブレードシャフトは、ワイヤ、成形金属、ロッド、複数の複合的な長手方向の部品、ま
たは管状部材の中に適合し、そこを通って延びてもよい何れの同様の剛性構造であっても
よい。ブレードシャフトは、軽量であるが、関心対象物の中にブレードを延ばし、関心対
象物を切るのに十分な強度の材料で作製されてもよい。ブレードシャフトは遠位端と近位
端を有する。ブレードは、ブレードシャフトの遠位端、遠位端領域、またはその両方に取
り付けられてもよい。ブレードシャフトは、ブレードシャフトの近位端において、ブレー
ドシャフトの近位端領域において、またその両方に、スタイレット、管状部材、またはそ
の両方の内部でのブレードの回転を助ける構造を有していてもよい。
【００３４】
　本明細書で説明するスタイレットは管状部材を含んでいてもよく、または管状部材であ
ってもよい。スタイレットは管状部材と内管を含んでいてもよい。スタイレットは、内管
の全部または一部の周囲に延びる管状部材を含んでいてもよい。管状部材は、外科手術中
に患者の体内に延び、使用者（すなわち外科医）が１つまたは複数の外科手術を施行でき
るように機能してもよい。管状部材は、管状部材が患者の体内で移動できるように柔軟で
あってもよい。好ましくは、管状部材は、管状部材が所望の位置へと移動できるように実
質的に剛性であってもよい。管状部材は、遠位端と近位端を含む。遠位端は、管状部材の
、ハンドピースから最も遠い端（例えば、管状部材の、患者の体内に挿入される端）であ
ってもよい。管状部材の近位端は、管状部材、使用者の付近に、ハンドピース内に、また
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はその両方に配置された端であってもよい。例えば、近位端は、１つまたは複数の操作可
能機構を操作すると管状部材が操作されるように、ハンドピース内に延びていてもよい。
管状部材とその構成要素はあらゆる生体適合材料、例えばステンレススチール、プラスチ
ック、合成材料、天然材料、またはそれらの組合せで作製されてもよい。管状部材は、管
状部材サブアセンブリを含んでいてもよい。管状部材サブアセンブリは、１つまたは複数
の中空管、１つまたは複数の内管、１つまたは複数の外管、１つまたは複数の把持アセン
ブリ、１つまたは複数のカッティングアセンブリ、１つまたは複数の回転機構、１つまた
は複数の操作可能機構、１つまたは複数のカムシャフト、１つまたは複数のガイド、１つ
または複数の離間部材、またはこれらの組合せを含んでいてもよい。
【００３５】
　１つまたは複数の外管は、ジョーを閉じ、またはジョーを付勢し、またはその両方を行
うように機能してもよい。１つまたは複数の管は、ジョーを付勢する作動機構を付勢する
ように機能してもよい。１つまたは複数の管は、内管を保護するように機能してもよい。
１つまたは複数のジョーは、内管に関して移動してもよい。１つまたは複数のジョーは、
移動中に遠位端および近位端に向かって軸方向に移動してもよい。１つまたは複数のジョ
ーは、内管、ジョー、アーチ状区間、またはこれらの組合せを通過して、ジョーを相互に
向かって付勢してもよい。
【００３６】
　１つまたは複数の内管は、１つまたは複数のジョーのための接触点を作るように機能し
てもよい。１つまたは複数の内管は、カムシャフトに接続されるように機能してもよい。
１つまたは複数の内管は、管状部材の全部または一部を通って延びるように機能してもよ
い。１つまたは複数の内管は、１つまたは複数のジョーのための接続手段（例えば、ピン
、ボルト、ねじ、リベット、またはこれらの組合せ）を含む接続点を形成してもよい。１
つまたは複数の内管は１つまたは複数のジョーのピボットジョイントに接続されて、１つ
または複数のジョーが軸の周囲で回転するようになっていてもよい。１つまたは複数の内
管は、ジョーの開閉を助けてもよい。１つまたは複数の内管は、１つまたは複数の中空管
の遠位側に配置されてもよい。１つまたは複数の内管は管状部材の一部であってもよい。
１つまたは複数の内管は、外管に関して移動可能であってもよい。１つまたは複数の内管
は、外管、カムシャフト、またはその両方に関して軸方向に移動可能であり、または回転
可能に移動可能であり、またはその両方であってもよい。１つまたは複数の内管は静止し
ていてもよく、外壁は内管に関して移動可能であってもよい。１つまたは複数の内管は外
管と実質的に同じ長さであってもよい。１つまたは複数の内管は外管より短くてもよい。
１つまたは複数の内管はカムシャフトと連通してもよい。１つまたは複数の内管は、中空
管の全部または一部を受けてもよい。１つまたは複数の内管は、管状部材と中空管の間に
配置されてもよい。
【００３７】
　１つまたは複数の管状部材は１つまたは複数の中空管を含み、および／またはそれであ
ってもよく、１つまたは複数の中空管（例えば、内管、外管、またはその両方）は１つま
たは複数の機能構成要素（例えば、把持アセンブリ、カッティングアセンブリ、またその
両方）を格納するように機能してもよい。１つまたは複数の管状部材は、１つまたは複数
の機能的部材（例えば、内管、ブレード、ジョー）の全部または一部を格納するように機
能してもよい。１つまた複数の管状部材は、鉗子装置および何れかのアセンブリを患者の
体内に延ばすために使用可能な何れの装置であってもよい。１つまたは複数の管状部材は
、把持アセンブリを作動させるのを助けてもよい。１つまたは複数の管状部材はカニュー
レであってよい。１つまたは複数の管状部材は柔軟であってもよい。１つまたは複数の管
状部材は、湾曲、屈曲、またはそれらの組合せを含んでいてもよい。好ましくは、１つま
たは複数の管状部材は剛性であってもよい。より好ましくは、１つまたは複数の管状部材
は概して線形であり、実質的に剛性である。１つまたは複数の管状部材は、長手方向軸、
それ自体の長手方向軸、またはその両方の周囲で回転可能な何れの中空の管形状の構造で
あってもよい。１つまたは複数の管状部材は遠位端と近位端を含んでいてもよい。１つま
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たは複数の管状部材は、内径と外径を含んでいてもよい。１つまたは複数の管状部材は、
一貫した内径と外径の本体と、本体より外径が大きいテーパ部と、を含んでいてもよい。
１つまたは複数の管状部材、カムシャフト、またはその両方は１つまたは複数のセグメン
トを含んでいてもよく、これは正方形、丸、楕円、不規則または、１つまたは複数の管状
部材の直径が増大し、また長手方向軸周囲で回転可能であるような何れかの形状、または
それらの組合せであってもよい。１つまたは複数の管状部材は、１つまたは複数のアセン
ブリの機能を助ける内側断面寸法を含んでいてもよい。
【００３８】
　内側断面寸法は、約１ｍｍ以上、好ましくは３ｍｍ以上、より好ましくは５ｍｍ以上で
あってもよい。内径は、約２０ｍｍ以下、好ましくは約１５ｍｍ以下、またはより好まし
くは約１０ｍｍ以下であってもよい。内径は、約１ｍｍ～約２０ｍｍ、好ましくは約３ｍ
ｍ～約１５ｍｍ、またはより好ましくは約５ｍｍ～約１０ｍｍｍであってもよい。内側断
面寸法は、１つまたは複数の管状部材および／またはカムシャフトの中の位置によって異
なっていてもよい。管状部材および／またはカムシャフトは、最大断面寸法と最小断面寸
法を有していてもよい。最大内側断面寸法は最小内側断面寸法の２倍以上、３倍以上、４
倍以上または５倍以上であってもよい。内側断面寸法は、１つまたは複数のジョーシャフ
ト、ジョーの１つまたは複数の脚部、２つのジョーシャフト、ジョーの２つまたは複数の
脚部、ブレード、またその両方と実質的に同じ大きさであってもよい。内側断面寸法は、
１つまたは複数のジョーシャフト、ジョーの脚部、１つまたは複数のブレード、１つまた
は複数のブレードシャフト、またはこれらの組合せを収容するように様々であってもよい
。把持センブリ、ブレードアセンブリ、またはその両方は、１つまたは複数の管状部材、
カムシャフト、またはこれら組合せの内側断面寸法を通って延びてもよい。管状部材は、
その長さの全部または一部に沿って、実質的に円形、実質的に楕円形、またはその両方で
あってもよい。管状部材は、近位端から遠位端領域に接近する領域まで実質的に円形であ
ってもよい。管状部材は、遠位端領域に向かって１つまたは複数の輪郭上の特徴を含んで
いてもよい。
【００３９】
　１つまたは複数の輪郭上の特徴は、ジョーの移動を横方向に封じ込め、ジョーが一緒に
、中心面（例えば、カムシャフトおよび／または管状部材の中心に実質的に沿って延びる
平面、２つの対向するジョー間に延びる平面、またはその両方）に向かって、またはその
両方に付勢されるようにしてもよい。１つまたは複数の輪郭上の特徴の幾何属性は、ジョ
ーがどのように移動されるかに影響を与えてもよい。遠位端領域は１つまたは複数の輪郭
上の特徴を含んでいてもよく、これは遠位端領域の大きさ、形状、幾何属性、向き、また
はそれらの組合せを変化させる。例えば、１つまたは複数の輪郭上の特徴は、管状部材の
外側に平坦面を作ってもよく、または管状部材の内側または外柄に１つまたは複数の平坦
壁を含んでいてもよく、または不連続であって非円形、非線形表面が形成されるようにア
ーチ状区間を含んでいてもよく、またはこれらの組合せであってもよい。好ましくは、カ
ムシャフト、管状部材、またはその両方の遠位端、遠位端領域、またはその両方は、非円
形であり、または非円形部分を含み、またはその両方である。１つまたは複数の輪郭上の
特徴は、１つまたは複数の平坦部分、１つまたは複数の扇形湾曲部分、１つまたは複数の
ブレード用凹部、１つまたは複数のポット面、１つまたは複数の突出部、１つまたは複数
の成形による張り、１つまたは複数の側壁、またはこれらの組合せであってもよく、本明
細書に記載される輪郭上の特徴の各々は、管状部材、中空管、カムシャフト、またはそれ
らの組合せに当てはめることができる。例えば、カムシャフトおよび／または管状部材は
正方形の形状であってもよい。
【００４０】
　管状部材、カムシャフト、またはその両方は、管状部材および／またはカムシャフトの
内側および／または外側に配置された１つまたは複数の平坦面および／または平坦化表面
を含んでいてもよい。管状部材、カムシャフト、またはその両方は、内側にのみ１つまた
は複数の平坦面を含んでいてもよい。平坦面は、管状部材および／またはカムシャフトの
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長さに沿ったどの位置に配置されてもよい。好ましくは、平坦面は遠位端領域に配置され
る。しかしながら、平坦面は遠位端領域の外に配置されてもよい。例えば、遠位端領域は
概して円形であり、遠位端領域の近位側の領域は１つまたは複数の平坦面を含んでいても
よい。平坦面は１つまたは複数の隣接する壁に配置されてもよい。好ましくは、平坦面は
対向する側面に配置される。平坦面は、管状部材および／またはカムシャフトの中に配置
されて、２つ以上の脚部および／またはシャフトを有するジョーが、１つの平坦面と接触
する１つの脚部および／またはシャフトと、異なる平坦面と接触する他の脚部および／ま
たはシャフトを有する。しかしながら、両方の脚部および／またはシャフトの両方が単独
の平坦面と接触してもよい。管状部材、カムシャフト、または両方が１つまたは複数の、
２つ以上の、３つ以上の、４つ以上の、６つ以上の、８つ以上の、さらには１０以上の平
坦面を含んでいてもよい。平坦面は、管状部材および／またはカムシャフトの内側の周囲
に延びて、管状部材および／またはカムシャフトが三角形の形状、正方形の形状、長方形
の形状、五角形、六角形、七角形、八角形、十角形、またはこれらの組合せを有するよう
になっていてもよい。平坦面は離間されていてもよい。例えば、２つの隣接する平坦面は
ブレード用凹部によって分離されていてもよい。平坦面は、アーチ状面、その他の平坦面
、陥凹部分、突出部分、またはそれらの組合せによって一体に接続されてもよい。１つま
たは複数の管状部材および／またはカムシャフトは、平坦面がなく、またはこれを持たず
、またはこれを排除し、またはそれらの組合せであってもよい。好ましくは、管状部材お
よび／またはカムシャフトは、平坦面とアーチ状面を含み、１つまたは複数の扇形湾曲部
分を形成する。
【００４１】
　１つまたは複数の扇形湾曲部分は、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシ
ャフト、またはその両方の移動を制御するように機能してもよい。１つまたは複数の扇形
湾曲部分は、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはそれらの
組合せを拘束してもよい。１つまたは複数の扇形湾曲部分は、ジョーが作動されると２つ
の対向する脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方を相互に向かって移
動させ、２つの対向する脚部、１つまたは複数のジョーシャフト、またはその両方の扇形
湾曲部分に関する横方向または外側への移動に抵抗してもよい。扇形湾曲部分は、管状部
材の外側縁辺および／または円周から管状部材の中央に向かって延びていてもよい。扇形
湾曲部分は、１つまたは複数のプレートの一部の周囲に延びていてもよい。扇形湾曲部分
は、扇形湾曲部分が遠位端に向かって延びるにつれてより拘束的となってもよい。扇形湾
曲部分は、扇形湾曲部分の長さに沿って実質的に同じ寸法であってもよい。扇形湾曲部分
は概して凹状であり、管状部材および／またはカムシャフトの外縁から内側に延びていて
もよい。扇形湾曲部分によって、管状部材および／またはカムシャフトの片側から、扇形
湾曲部分を持たない領域に関する反対側までの距離が短縮してもよい。扇形湾曲部分は、
ブレードをジョー内のギャップ、ジョー間のギャップ、またはその両方の中で案内しても
よい。１つまたは複数の扇状部分は、ポケットおよび／またはポケット面を形成してもよ
い。
【００４２】
　１つまたは複数のポケット面は、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のジョーシャ
フト、またはその両方を案内するように機能してもよい。１つまたは複数のポケット面は
、１つまたは複数のジョーを閉じ、または把持力を発生させ、またはその両方を助けるよ
うに機能してもよい。１つまたは複数のポケット面は、１つのジョーを他のジョーに関し
て位置整合させてもよい。各脚部および／またはジョーシャフトは、それ自体のポケット
面によって少なくとも部分的に取り囲まれてもよい（例えば、各脚部および／またはジョ
ーシャフトの少なくとも約９０度以上、約１２０度以上、または約１８０度以上がポケッ
ト面と接触する）。ポケット面は各脚部および／またはジョーシャフトの形状と実質的に
同じであってもよい。ポケット面は、各脚部および／またはジョーシャフトの一方の側の
周囲のみに延びていてもよく、反対側にはポケットがなくてもよく、それによって各脚部
および／またはジョーシャフトは対向する脚部および／またはジョーシャフトに向かって
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自由に移動し、および／またはそれと接触する。ポケット面は平坦部分（例えば、線形部
分）によって接続されてもよい。例えば、中空管、管状部材、カムシャフト、またはそれ
らの組合せは１つまたは複数のポケット面を含んでいてもよく、その内側断面寸法は、ジ
ョーシャフトおよび／またはジョーの脚部のそれと実質的に同じ長さである（すなわち、
ポケット面の片側からポケット面の反対側への距離は、ジョーの脚部、ジョーシャフト、
またはその両方の最大寸法の合計と実質的に同じであってもよい）。１つまたは複数のポ
ケット面は、１つまたは複数のポケット面を１つまたは複数のポケット面を１つまたは複
数のポケット面の別の１つから分離するブレード凹部を含んでいてもよい。
【００４３】
　１つまたは複数のブレード用凹部は、ブレードを管状部材、カムシャフト、またはその
両方の中で案内するように機能してもよい。１つまたは複数のブレード用凹部は、ブレー
ドがジョー、脚部、ジョーシャフト、またはこれらの組合せに接触するのを防止してもよ
い。１つまたは複数のブレード用凹部はブレードの形状と実質的に同じでもよい。１つま
たは複数のブレード用凹部は、１つまたは複数の平坦部分、１つまたは複数のアーチ状部
分、またはその両方を含んでいてもよい。１つまたは複数のブレード用凹部は中心面に沿
って延びていてもよい。１つまたは複数のブレード用凹部は、脚部の各々、ジョーシャフ
トの各々、またはその両方の一部が少なくとも部分的にブレード用凹部間中に延びるよう
な空間を含んでいてもよい。１つまたは複数のブレード用凹部は、平坦部分、平坦壁、ま
たはその両方の中のギャップであってもよい。１つまたは複数のブレード用凹部は、管状
部材、カムシャフト、またはその両方に沿った何れの位置にあってもよい。好ましくは、
ブレード用凹部は、管状部材、カムシャフト、またはその両方の遠位端領域の中に配置さ
れる。１つまたは複数のブレード用凹部、１つまたは複数の輪郭上の特徴、またはその両
方を１つまたは複数のガイドと共に使用し、および／またはそれに関して設置してもよい
。
【００４４】
　１つまたは複数のガイドは、１つまたは複数の脚部、１つまたは複数のシャフト、１つ
または複数のワイヤ、１つまたは複数の機能的要素、またはそれらの組合せを、これらが
近位端から遠位端に延びる際に支持する何れの装置であってもよい。１つまたは複数のガ
イドは、１つまたは複数の機能的要素の制御部分（すなわち、所定の結果を得るために作
動され、または作動する部分）を支持してもよい。例えば、ジョーの脚部はガイドを通っ
て延びてもよく、ガイドは、１つのジョーの脚部が他のジョーの脚部と絡まらない、およ
び／またはそれによって損傷を受けないように支持し、および／または隔離してもよい。
１つまたは複数のガイドは、要素が管状部材を通って延びる際の曲がり、よじれ、丸まり
、もつれ、損傷、またはこれらの組合せを防止してもよい。１つまたは複数のガイドは、
１つまたは複数の部材を案内するための１つまたは複数の貫通穴を含んでいてもよい。１
つまたは複数の貫通穴は、１つまたは複数のブレードシャフトガイド、１つまたは複数の
ジョーシャフトガイド、１つまたは複数の機能的要素シャフトガイド、またはこれらの組
合せであってもよい。１つまたは複数のガイドは、管状部材、カムシャフト、またはその
両方の遠位端領域内の１つまたは複数の輪郭上の特徴と共に使用されてもよい。１つまた
は複数のガイドには、軸方向の力の実質的に全部が管状部材を通って軸方向に変換される
ようにしてもよい。１つまたは複数のガイドは、管状部材の断面積を管状部材の長手方向
軸に沿って制約してもよい。１つまたは複数のガイドは、管状部材の長さに沿って延びて
もよい。１つまたは複数のガイドは、管状部材の長さに沿って延び、遠位端領域に到達す
る前に終わってもよい。１つまたは複数のガイドの長さは、管状部材の約８５パーセント
以下、約７５パーセント以下、約６０パーセント以下であってもよい。管状部材は、管状
部材、カムシャフト、または両方の１つまたは複数の特徴と共に動作してもよい。管状部
材は、１つまたは複数のカムシャフトを含み、またはこれに接続され、またはこれと共に
使用され、またはそれに隣接して配置され、またはこれらの組合せであってもよい。
【００４５】
　１つまたは複数のカムシャフトは、１つまたは複数の管状部材の形状、構成、幾何属性
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、方位、またはそれらの組合せを変化させるように機能してもよい。１つまたは複数のカ
ムシャフトは、遠位端領域の中に設置され、またはこれに接続され、またはこれと適合さ
れた、またはそれらの組合せの装置を含んでいてもよい。１つまたは複数のカムシャフト
は、管状部材の断面積を制約してもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、ジョー、ジ
ョーの脚部、ジョーシャフト、アーチ状区間、またはそれらの組合せを制限してもよい。
１つまたは複数のカムシャフトは、把持力、乾燥力、またはその組合せを生成するのを助
けてもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、管状部材に関して本明細書に記載された
輪郭上の特徴の何れを含んでいてもよく、およびその逆である。１つまたは複数のカムシ
ャフトは、管状部材に摩擦嵌合、接着剤、溶接（例えば、レーザまたはスポット）、クリ
ンプ、戻り止め、固定手段、締り嵌め、ねじ山、またはこれらの組合せによって接続され
てもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、１つまたは複数の接続手段（すなわち、カ
ムシャフトの残りの部分より上に上昇する部分）を含んでいてもよい。１つまたは複数の
カムシャフトは、複雑な幾何属性を含んでいてもよく、標準的な管状部材の幾何属性を変
化させてもよい。例えば、標準的管状部材はすべての用途のために作られてもよく、扇形
湾曲部分は１つの管状部材に追加されてもよく、ポケット面を異なる管状部材に、これら
の特徴を有するカムシャフトを選択し、取り付けることによって追加されてもよい。１つ
または複数のカムシャフトは、管状部材の遠位端領域の中に、遠位端領域が変化した幾何
属性を有するように取り付けられてもよい。しかしながら、１つまたは複数のカムシャフ
トは遠位端領域の近位側に延びてもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、何れの生体
適合材料で作製されてもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、プラスチック、ポリマ
、金属、スチール、手術用スチール、ステンレススチール、またはそれらの組合せで作製
されてもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、成形（例えば、インサート成形、ブロ
ー成形、射出成形、またはこれらの組合せ）により形成可能な材料によって作製されても
よい。カムシャフトは、管状部材に直接成形されてもよい。カムシャフトは管状部材に、
カムシャフトの実質的に全部が管状部材の中に配置されるように接続されてもよい。カム
シャフトは、管状部材の遠位端領域を形成してもよい。カムシャフトは、管状部材に接続
され、そこから延びる部分を有していてもよい。カムシャフトは、管状部材へと近位側に
延びる１つまたは複数の突出部を含んでいてもよい。
【００４６】
　１つまたは複数の突出部は、カムシャフトを管状部材の遠位端に接続するように機能し
てもよく、それによってカムシャフトが管状部材の遠位端領域を形成する。１つまたは複
数の突出部は、１つまたは複数の要素（例えば、ジョーシャフト、脚部、ブレードシャフ
ト、機能的要素シャフト、またはこれらの組合せ）を、管状部材を通って、またはカムシ
ャフトの中に、またはその両方に案内するように機能してもよい。１つまたは複数の突出
部は、管状部材に軸方向の硬さを付与するように機能してもよい。１つまたは複数の突出
部は、１つまたは複数のカムシャフトを管状部材に接続するのを助けてもよい。１つまた
は複数のカムシャフトは、突出部がなく、または突出部を排除し、または突出部を持たず
、またはそれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の突出部は、カムシャフトの遠
位領域、成形による張り、またはその両方に接続されてもよい。
【００４７】
　１つまたは複数の成形による張りは、管状部材の先端の中へと延び、またはカムシャフ
トを管状部材に接続し、または管状部材の遠位端領域の断面積を減少させ、またはそれら
の組合せを行うように機能してもよい。１つまたは複数の成形による張りは、カムシャフ
ト内に段差を形成してもよい。１つまたは複数の成形による張りは、カムシャフトを１つ
または複数の管状部材の中に適合するように調整してもよい。１つまたは複数の成形によ
る張りは一連の段差を形成してもよく、これらによってカムシャフトを異なる直径および
／または断面積を有する管状部材の中に挿入し、および／またはそれに接続することがで
きる。１つまたは複数の成形による張りは、カムシャフトを管状部材に、管状部材とカム
シャフトの外側断面長さが実質的に等しくなるように、またはカムシャフトと管状部材の
間にリップが形成されないように、またはその両方となるように接続してもよい。カムシ
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ャフトの外壁は概して円形、幾何学形状、対称、非対称、またはそれらの組合せであって
もよい。１つまたは複数のカムシャフトは、１つまたは複数の成形による張りがなく、ま
たは成形による張りを排除し、またはその両方であってもよい。カムシャフトの外壁は、
管状部材の形状に関して本明細書に記載された特徴の何れを含んでいてもよい。カムシャ
フトの外壁と内壁は異なる構成を有していてもよい。
【００４８】
　カムシャフトは、本明細書に記載された輪郭上の特徴の１つまたは複数を含んでいてよ
い。１つまたは複数の輪郭上の特徴は１つまたは複数の側壁であってもよい。カムシャフ
トの１つまたは複数の側壁は、管状部材の平坦部分に関して本明細書に記載された機能の
何れを実行し、および／またはそのような構造の何れを含んでいてもよい。１つまたは複
数の側壁は、１つまたは複数の脚部および／またはジョーシャフトを有するように形成さ
れ、または斜めにされ、または平坦であり、または平行であり、または隣接し、またはそ
れと接触してもよく、またはこれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の側壁は、
１つまたは複数のコーティングを含んでいてもよい。１つまたは複数のコーティングは、
スタイレット、管状部材、またはその両方と脚部、ジョーシャフト、またはその両方との
間に電気的絶縁を提供してもよい。１つまたは複数の側壁は、カムシャフトとは異なる材
料で形成されてもよい。１つまたは複数の側壁は、カムシャフトに接続され、またはその
上に成形され、または取り付けられ、または接着され、または固定され、またはこれらの
組合せとされてもよい。１つまたは複数の側壁にパッドが設けられてもよい。好ましくは
、横方向の側壁にのみパッドが設けられる。１つまたは複数の側壁は、ポリマ、プラスチ
ック、エラストマ、またはそれらの組合せで作製され、および／またはこれを含んでいて
もよい。１つまたは複数の側壁のパッドは、低摩擦、高摩擦、硬い、柔らかい、緩衝材料
、またはそれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の側壁は、カムシャフトの内側
に沿って、またはカムシャフトの耳に、または張りの上に、または突出部の上に、または
それらの組合せへと延びていてもよい。
【００４９】
　１つまたは複数の耳は、カムシャフトを遠位方向に延ばすように機能してもよい。１つ
または複数の耳は、幅広の表面、より小さな面積の面、またはその両方を作るように機能
してもよい。１つまたは複数の耳は、カムシャフト、管状部材、またはその両方に軸方向
の硬さ、半径方向の硬さ、長手方向の硬さ、またはそれらの組合せを付与してもよい。耳
の形状は、カムシャフトの構造上の強度に関る要求事項に応じて様々であってもよい。耳
の形状は、耳の他の形状より多くの構造および／または材料を含んでいてもよい。１つま
たは複数の耳は、耳と組織がどのように接触しても組織に損傷を与えないような形状であ
ってもよい。１つまたは複数の耳は、カムシャフトの一体部分であってもよい。耳によっ
て遠位端領域が長くなってもよい。耳は、カムシャフト、管状部材、またはその両方の遠
位端の外に、および／またはそこから延びていてもよい。耳は、カムシャフトの側方側に
配置されてもよい。耳は、ジョーが耳の妨害を受けずに開閉するように配置されてもよい
。１つまたは複数の耳は、正方形、円形、楕円であり、または丸い遠位端を含み、または
アーチ状の遠位端を含み、またはそれらの組合せであってもよい。１つまたは複数の耳は
、管状部材、カムシャフト、またはその両方に軸方向の硬さを付与するような材料で作製
されてもよい。１つまたは複数の耳は、カムシャフトの内側に、耳が１つまたは複数の離
間部材を支持するような材料を含んでいてもよい。１つまたは複数のカムシャフトは、耳
がなく、または耳を排除し、またはその両方であってもよい。１つまたは複数の耳は、１
つまたは複数の離間部材を含み、または１つまたは複数の離間部材の付近に配置され、ま
たはそれらの組合せであってもよい。
【００５０】
　１つまたは複数の離間部材は、ジョーを分離させるように機能する。１つまたは複数の
離間部材は、ジョーおよび／または管状部材が開始位置に引き戻された時、ジョーおよび
／または管状部材が引き戻されすぎた時（すなわち、開始位置を超えた位置）に、ジョー
を分離するように機能してもよい。例えば、開始位置は原点と考えられ、引き戻し過ぎは
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マイナス位置（例えば、－１以上、－２以上、－５以上）と考えられる。１つまたは複数
の離間部材は、スタイレット、管状部材、内管、またはその組合せの遠位端に配置されて
もよい。１つまたは複数の離間部材は、ピボットジョイントのための接続手段（例えば、
ピン）の遠位側に配置されてもよい。１つまたは複数の離間部材は、ピボットジョイント
をスタイレット、内管、管状部材、またはそれらの組合せに接続するための接続手段と協
働してもよい。１つまたは複数の接続手段は、スタイレットとの接続部を形成してもよく
、１つまたは複数の離間部材は、ジョーを接続手段の周囲で外側に回転してもよい（例え
ば、開く）。１つまたは複数の離間部材は、中立位置、開始位置、またはその両方でジョ
ーを分離させてもよい。１つまたは複数の離間部材は、ジョーが組織を切開し、切離し、
またはその両方のために使用されるようにジョーを分離してもよい。１つまたは複数の離
間部材は、組織を移動させること、組織を切開すること、またはその両方を助けてもよい
。ジョーは、離間部材に押し付けられた時、約１Ｎ以上、約２Ｎ以上、約３Ｎ以上、さら
には約５Ｎ以上の力を生成してもよい。言い換えれば、ジョーは、約１Ｎ以上、２Ｎ以上
、３Ｎ以上、さらには５Ｎ以上の力が生成された時に、閉じないように耐えてもよい。１
つまたは複数の離間部材が２つ以上のジョーと接触した時に、離間部材はジョーが外力に
よって閉じるのを防止する。１つまたは複数の離間部材は、管状部材、カムシャフト、ま
たはその両方の開口部を横切って延びる１つの離間部材であってもよい。１つまたは複数
の離間部材は、ジョーが押し開かれるように、ジョーの一方または両方に対するプラスの
力を生成する付勢部材であってもよい。１つまたは複数の付勢部材は、ジョーの初期位置
が開位置となるような力を生成するように機能してもよい。１つまたは複数の付勢部材は
、ジョー、ジョーシャフト、アーチ状部分、ヒール、またはこれらの組合せと接触するよ
うに配置されてもよい。１つまたは複数の付勢部材は、ばね、弾性材料、伸縮材料、弾性
変形材料、屈曲した金属片、螺旋状に巻き付けられた材料、またはこれらの組合せであっ
てよい。１つまたは複数の離間部材は２つの離間部材であってもよく、２つの離間部材は
、両側から管状部材、カムシャフト、またはその両方の中心、中心面、またはその両方に
向かって延びてもよい。１つまたは複数の離間部材は、ジョーにより加えられる圧力を変
化させてもよい。１つまたは複数の離間部材は、離間部材の位置、離間部材の形状、また
はその両方に応じて、離間部材の前方から離間部材のヒールに、またはその逆に加えられ
る圧力を変化させてもよい。１つまたは複数の離間部材は、離間部材を含まないジョーに
関して、ジョーの表面に沿って力を均等に分散させてもよい。１つまたは複数の離間部材
は、ジョーが閉じた時、把持力が生成された時、またはその両方の時に、離間部材がジョ
ーと接触せず、またはこれを妨害せず、またはその両方であるような形状であってもよい
。１つまたは複数の離間部材は、管状部材、カムシャフト、またはその両方に接続されて
もよい。１つまたは複数の離間部材は、接着剤、ねじ山、溶接（例えば、スポットまたは
レーザ）、固定具、またはこれらの組合せによって接続されてもよい。１つまたは複数の
離間部材は、ジョーが閉じた時に、離間部材がアーチ状区間と位置整合するような位置に
ある。１つまたは複数の離間部材は、均一な形状、テーパ形状、遠位側の１つの形状と近
位側の異なる形状、またはそれらの組合せを有していてもよい。本明細書に記載の離間部
材の何れも、１つまたは複数のテーパ部分を含んでいてもよい。テーパ部分によって、ジ
ョー、シャフト、ジョーシャフト、脚部、またはこれらの組合せに妨害されずに、ジョー
が軸方向に移動してもよい。
【００５１】
　テーパ部分は、ある地点に対して低い角度で延びてもよい。テーパ部分は、１つまたは
複数のテーパ部分であってもよい。１つまたは複数のテーパ部分は、１つまたは複数の平
縁であってもよい。１つまたは複数の平縁は、相互に接続されてテーパ部分を形成する複
数の平縁であってもよい。テーパ部分は急角度で延び、丸い端を有していてもよい。テー
パ部分は離間部材の遠位側、近位側、またはその両方に配置されてもよい。テーパ部分は
、約５度以上、約１０度以上、約１５度以上、さらには約２５度以上の角度で延びてもよ
い。テーパ部分は、約９０度以下、約７５度以下、または約６０度以下の角度で延びても
よい。離間部材の形状は、離間部材の断面長さにわたって変化してもよい。離間部材は、
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管状部材、カムシャフト、またはその両方の断面長さにわたって継続的に延びてもよい。
離間部材は、２つ以上の別々の部品であってよく、２つ以上の位置において管状部材、カ
ムシャフトまたはその両方に接続されてもよい。離間部材は、ジョーを分離すること、ジ
ョーを切開に使用すること、またはその両方を助ける何れの形状を有していてもよい。離
間部材は、ピン、クリンプ、バーであり、または球根状部分、マッシュルームピン、テー
パ部分を含み、またはその組合せであってもよい。
【００５２】
　１つまたは複数のピンは、実質的にカムシャフト、管状部材、内管、またはそれらの組
合せの断面長さにわたっていてもよい。１つまたは複数のピンは、本明細書に記載される
ように、接続手段と離間部材の両方として使用されてもよい。１つまたは複数のピンは、
ギャップによって分離される２つのピンであってもよい。１つまたは複数のピンは、ブレ
ード内のピン用凹部を通って延びていてもよい。１つまたは複数のピンは、丸い、または
耳から延び、または管状部材の最も遠位側の地点を形成し、またはそれらの組合せであっ
てもよい。１つまたは複数のピンは共通軸を形成してもよい。１つまたは複数のピンは、
２つ以上のジョーのための共通軸を形成してもよい。２つ以上のジョーは、ピンの周囲で
回転してもよい。１つまたは複数のピンは均一な形状であってもよい。複数のピンが使用
される場合、ピンは同じであってもよい。１つまたは複数のピンはマッシュルームピンで
あってもよい。１つまたは複数のピンはきのこ形部分を含んでいてもよい。きのこ形部分
は、脚部、ジョー、ジョーシャフト、またはそれらの組合せが管状部材の中心、中心部分
、またはその両方に向かって延びるのを防止するように機能してもよい。きのこ形状は、
脚部、ジョーシャフト、またはその両方が相互に、ブレードと、またはその両方と接触す
るのを防止してもよい。きのこ形状は、ブレードが脚部、ジョーシャフト、またはその両
方によって圧力を受けずに管状部材を通って延びるための空間を提供してもよい。きのこ
形部分は、ピンの、ピンの残りの部分に関して拡張した部分であってもよい。きのこ形部
分は、ピンのきのこ形でない部分の大きさの１．２倍以上、１．３倍以上、または１．５
倍以上の部分であってもよい。マッシュルームピンのきのこ形部分は、カムシャフト、管
状部材、またはその両方の実質的に中心に配置されてもよい。マッシュルームピンは、ね
じ、ナット、ポルト、これに類するもの、またはそれらの組合せの頭部と実質的に同じで
あってもよい。マッシュルームピンは、一体に成形されてもよい。マッシュルームピンは
、カムシャフト、管状部材、またはその両方に追加される個別の部品であってよい。１つ
または複数の管状部材、１つまたは複数のカムシャフト、またはそれの両方にピンがなく
てもよい。１つまたは複数の管状部材、１つまたは複数のカムシフト、またはその両方は
、クリンプ等、一体に形成された部分を含んでいてもよい。
【００５３】
　１つまたは複数のクリンプは、離間部材の機能を実行するように機能してもよい。１つ
または複数のクリンプは、管状部材、カムシャフト、またはその両方の一体部分であって
もよい。１つまたは複数のクリンプが形成されてもよい。１つまたは複数のクリンプは、
材料を折り曲げたものであってもよい。１つまたは複数のクリンプは、カムシャフトから
遠位方向に延びる部分であってもよく、内側に（すなわち、横方向に）延びるように形成
され、一緒に折り曲げられる。１つまたは複数のクリンプは、クリンプが中実であり、ま
たは凹部を含み、または中空であり、またはその組合せであるように折り曲げられてもよ
い。好ましくは、１つまたは複数のクリンプは、切断され、折り曲げられて、管状部材か
らこれを横切るように延び、正面バーを形成する。１つまたは複数のクリンプは、管状部
材、カムシャフト、またはその両方の断面厚さに応じて、大きさが様々であってもよい。
例えば、材料クリンプ部を有する標準的カムシャフトが作製されてもよく、クリンプの形
状と大きさは、使用される管状部材、脚部、ジョーシャフト、またはその両方に応じて異
なっていてもよい。クリンプは、管状部材、カムシャフト、またはその両方の開口部を横
切って延びる１つの中実部品であってよい。１つまたは複数のクリンプは、管状部材、カ
ムシャフト、またはその両方の外側縁辺から延びていてもよい。１つまたは複数のクリン
プは、管状部材、カムシャフト、またはその両方の中から延びてもよい。クリンプは、反
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対側から延びる２つの個別の部品であってもよい。離間部材は長手方向に延びるバーであ
ってもよい。
【００５４】
　１つまたは複数のバーは、本明細書に記載の離間部材の何れの機能を実行してもよい。
１つまたは複数のバーは、管状部材、カムシャフト、またはその両方の内部から延びても
よい。１つまたは複数のバーは、実質的にカムシャフトの長さにわたって延びてもよい。
１つまたは複数のバーは、カムシャフトの中央部分から、カムシャフトの開口部の外へと
軸方向に延びてもよい。１つまたは複数のバーは、その長さに沿って実質的に平坦であっ
てもよい。１つまたは複数のバーの一部は実質的に平坦であり、１つまたは複数のバーの
一部は球根状であってもよい。１つまたは複数のバーの、カムシャフト、管状部材、また
はその両方の内部に配置された部分は平坦であってもよく、カムシャフトの外側に配置さ
れた部分は球根状部分を形成してもよい。バーは、バーが遠位方向に延びるにつれて徐々
に大きくなってもよい。バーは、球根状部分で終了してもよい。球根状部分は実質的に、
１つまたは複数のバーの最大部分であってもよい。球根状部分は、バーの主要部分より徐
々に厚くなってもよい。球根状部分は、バーの主要部分からの段差であってもよい。球根
状部分は上側部分と下側部分を有していてもよく、上側部分と下側部分は相互の鏡像であ
ってもよい。球根状部分は実質的にジョーのアーチ状部分の形状と同じであってもよい。
上側部分と下側部分は、上側部分の上に延びるジョーと下側部分の底の下に延びるジョー
の大きさが等しくてもよく、それによってジョーは同じ距離だけ外側に移動される。１つ
または複数のバーは、カムシャフト、管状部材、またはその両方に一体に接続されてもよ
い。１つまたは複数のバーは、カムシャフト、管状部材、またはその両方の形成と一体に
形成されてもよい。バーの球根状部分の断面は涙形であってもよい。バーの球根状部分の
断面は、バーの残りの部分の２倍以上、３倍以上、さらには４倍以上の大きい部分を有し
ていてもよい。
【００５５】
　図１は、腹腔鏡鉗子２の一例の側面図を示す。腹腔鏡鉗子２は、遠位端６と近位端８を
有するハンドピースを含む。ハンドピース４はまた、少なくとも１つの操作可能機構５０
を含んでいてもよい。管状部材２０は、ハンドピース４の遠位端６に接続される近位端２
４を有する。管状部材２０は遠位端２２を含み、これはそこから延びるジョー４０を含む
。ジョー４０はアーチ状区間４２を有し、これは管状部材２０が管状部材の長手方向軸２
６に沿ってアーチ状区間４２と接触するように前方に移動されるか、ジョー４０が長手方
向軸２６に沿って後方に移動し、管状部材２０と接触する時にジョー４０を開閉する。
【００５６】
　図２Ａ１は、管状部材２０の斜視図を示す。管状部材２０は、ジョーの脚部とジョー４
０（図示せず）が管状部材２０から延びるための遠位側開口部２８を含む。
【００５７】
　図２Ａ２は、図２Ａ１の管状部材２０の線２Ａ２－２Ａ２に沿った断面図を示す。管状
部材２０は概して正方形の形状であり、上側および下側平坦部分３０および対向する平坦
側壁部分３０を含む。ジョーの脚部４４は管状部材２０を通って延び、管状部材２０の正
方形の形状はジョーの脚部４４を拘束し、それによって管状部材２０の中で脚部４４が軸
方向に移動すると。ジョー（図示せず）が確実に相互に上下に閉じる。
【００５８】
　図２Ｂ１は、管状部材２０の斜視図を示す。管状部材２０は、ジョーの脚部とジョー４
０（図示せず）が管状部材２０から延びるための遠位側開口部２８を含む。
【００５９】
　図２Ｂ２は、図２Ｂ１の管状部材２０の線２Ｂ２－２Ｂ２に沿った断面図を示す。管状
部材２０は概して長円形の形状であり、遠位領域において上側および下側平坦部分３０を
含む。ジョーの脚部４４は管状部材２０を通って延び、管状部材２０の平坦部分３０はジ
ョーの脚部４４を拘束し、それによって脚部４４または管状部分２０が軸方向に移動する
と、ジョー（図示せず）が確実に相互に上下に閉じる。
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【００６０】
　図２Ｃ１は、管状部材２０の斜視図を示す。管状部材２０は、ジョーの脚部とジョー４
０（図示せず）が管状部材２０から延びるための遠位側開口部２８を含む。
【００６１】
　図２Ｃ２は、図２Ｃ１の管状部材２０の線２Ｃ２－２Ｃ２に沿った断面図を示す。管状
部材２０は概して長円形の形状であり、上側および下側扇形湾曲部分３２を含む。ジョー
の脚部４４は管状部材２０から延び、管状部材２０の扇形湾曲部分３２はジョーの脚部４
４を拘束し、それによって脚部４４または管状部分２０が軸方向に移動すると、ジョー（
図示せず）が確実に相互に上下に閉じる。
【００６２】
　図３は、管状部材２０または、管状部材２０の中に設置されてもよいカムシャフトの端
の一例を示す。管状部材２０は上面と下面に沿って１対の内側平坦部分３０を含む。ブレ
ード用凹部３４が１対の内側平坦部３０間に延び、ブレード（図示せず）が管状部材２０
の外へと延びる。
【００６３】
　図４は、管状部材２０の断面図を示す。管状部材２０は、複数のポケット面３６を含む
。複数のポケット面３６は、ジョーの脚部４４のそれと相補的な形状を有する少なくとも
一部を含み、それによって管状部材２０または脚部４４が軸方向に移動すると、ポケット
面３６がジョー（図示せず）の向きと移動を制御する。ブレード用凹部３４がポケット面
３６間に延び、それによってブレード（図示せず）は管状部材の遠位側開口部２８を通っ
て延びる。
【００６４】
　図５は、図４の管状部材２０の側面図を示す。図のように、管状部材２０は一方の端に
おいて遠位側開口部２８を有する。
【００６５】
　図６は、管状部材２０の断面図の別の例を示す。管状部材２０は、ジョーの脚部４４間
の中央に沿ってブレード用凹部３４を含む。管状部材２０は、ジョーの脚部４４の各々を
受けるためのポケット面３６を含む。示されている図６は、図４と異なる断面位置で見た
ものであるが、図４は図６と同じ断面位置で見てもよい。
【００６６】
　図７は、管状部材（図示せず）に挿入されるカムシャフト７０の一例の斜視図を示す。
カムシャフト７０は、成形による張り７４を含み、そこから１対の突出部７２が延びる。
【００６７】
　図８は、カムシャフト７０の側面図を示し、成形による張り７４と、成形による張り７
４から延びる１対の突出部７２を有する。
【００６８】
　図９は、カムシャフト７０の上面図を示す。カムシャフトは、１対の突出部７２を有す
る成形による張り７４を含む。突出部７２の各々は側壁７６を含む。
【００６９】
　図１０は、カムシャフト７０の端面図を示す。カムシャフト７０の側壁７６は、カムシ
ャフト７０の内側に平坦部分３０を有する。
【００７０】
　図１１は、腹腔鏡鉗子２に配置されたカムシャフト７０を示し、そこからジョー４０が
延びている。ジョー４０は、１対の作動部４２を含み、これらがカムシャフト７０によっ
て付勢されて、ジョー４０が開閉する。
【００７１】
　図１２は、ジョー間に配置された離間部材を含むジョーの側面図を示す。ジョー４０は
ヒール４６と前部４８を含む。ヒール４６の近位側に１対の対向するアーチ状区間４２が
あり、これらはシャフト２０が対向するジョー４０と接触すると、対向するジョー４０を
閉じる。シャフト２０が引き戻されると、カムシャフト７０上に配置された離間部材９０
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がシャフト４０を押し開く。離間部材９０はカム部材７０から延びる１対のピン９２であ
る。
【００７２】
　図１３は、ジョー４０の斜視図を示す。ジョー４０は管状部材２０が前方位置へと移動
されることによって閉じる。管状部材２０は、離間部材９０を有するカムシャフト７０を
含む。離間部材９０は１対のピン９２であり、これらはカンチレバーであり、カムシャフ
ト７０から延びて、ブレード用凹部３４が２つのカンチレバーピン９２間に配置される。
【００７３】
　図１４Ａは、離間部材９０の他の例の斜視図を示す。離間部材９０は、管状部材２０に
接続されたカムシャフト７０から延びる。離間部材９０は、材料を一緒に折り曲げること
によって形成されたクリンプ９４である。クリンプ９４は、それらの間にブレード用凹部
３４を含み、ブレード（図示せず）がクリンプ９４の間に延びることができるようになっ
ている。
【００７４】
　図１４Ｂは、カムシャフト７０の開口部の平面図を示す。カムシャフト７０は１対の離
間部材９０を含む。１対の離間部材９０はクリンプ９４であり、それらの間にブレード用
凹部３４が延びる。
【００７５】
　図１５は、図１６の線１５－１５に沿った断面図を示す。ジョー４０は管状部材２０か
ら延びる。離間部材９０はピン９２として構成され、管状部材２０から直接延びる。
【００７６】
　図１６は、開位置にあるジョー４０の斜視図を示す。ジョー４０は、ジョー４０の各脚
部４４にアーチ状区間４２を含む。管状部材２０は、引き戻し位置へと移動され、離間部
材９０を近位端に向かって移動させ、離間部材９０が近位端に向かって移動されると、ジ
ョー４０の脚部４４が相互に離れるように移動され、ジョー４０が開く。離間部材９０は
１対のピン９２であり、これらは管状部材２０から延び、それらの間にブレード用凹部３
４を有する。
【００７７】
　図１７Ａは、カムシャフト７０の斜視図を示す。カムシャフト７０は１対の離間部材９
０を有し、ブレード用凹部３４が離間部材９０間に延びる。離間部材の各々は、バー９６
と、バー９６の側面に関して拡張された厚さを有する球根状部分を含む。
【００７８】
　図１７Ｂはカムシャフト７０の正面図を示し、離間部材９０がそこから延び、それらの
間にブレード用凹部３４が配置される。球根状部分９８はバー９６を覆うように示されて
おり、バー９６は示されていない。
【００７９】
　図１８は、鉗子２の断面図を示す。ジョー４０は離間部材９０の周囲で閉じる。離間部
材９０は、バー９６と、アーチ状部分４２の形状と同じ球根状部分９８を含む。アーチ状
部分４２には管状部材２０が接触して、ジョー４０が閉じる。管状部材２０の端はカムシ
ャフト７０を含み、これはジョー４０を管状部材２０の中で案内するのを助ける。ブレー
ド１０は、管状部材２０の中にあり、脚部４４に沿って延びるように示されている。
【００８０】
　図１９は、開位置にある図１８の鉗子２の断面図を示す。
【００８１】
　図２０は、ジョー４０が開位置にある鉗子２の斜視図を示す。図のように、管状部材２
０は引き戻された位置にあり、離間部材は脚部４４に沿って後方に移動され、離間部材９
０のマッシュルームピン１００が脚部４４とジョー４０を分離させる。
【００８２】
　図２１は、図２０の鉗子２の端面図を示す。図のジョー４０は管状部材２０から外に延
びている。１対の対向するジョー４０は、１対の離間部材９０によって分離され、これら
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はマッシュルームピン１００を含み、管状部材２０が引き戻された時にそれがジョー４４
を押し開き、ジョー４０は開位置となる。
【００８３】
　図２２は、図２０の１対の鉗子２の分解図を示す。鉗子は管状部材２０を含み、これは
１対の対向する離間部材９０を含む。管状部材２０はガイド６０を含み、その中に１対の
ジョーシャフトガイド６４とブレードシャフトガイド６２が延び、それによって、対向す
るジョー４０の移動中にジョーシャフト４１とブレードシャフト１２が管状部材２０を通
って案内される。１対のスペーサ１４が管状部材２０とガイド６０の間に配置される。鉗
子２は、ブレード１０とブレードシャフト１２を含み、これらはブレードシャフトガイド
６２を通って、これに沿って案内される。ジョー４０は各々がジョーシャフト４１に接続
され、これは１対のジョーシャフトガイド６４を通って延びる。
【００８４】
　図２３はカムシャフト７０の斜視図を示す。カムシャフト７０は１対の離間されたピン
９２を含み、これらはパッド７８を含む側壁７６から延びる。
【００８５】
　図２４は、図２３のカムシャフト７０の、線２４－２４に沿って切断した断面図を示す
。カムシャフト７０はピン９２を含み、これは脚部（図示せず）を案内するためのテーパ
部分１０２を含む。
【００８６】
　図２５Ａは、カムシャフト７０の側面図を示す。カムシャフト７０は、概して長方形の
形状を有する耳８０を含む。
【００８７】
　図２５Ｂは、概して円形の形状を有する耳８０を備えるカムシャフト７０の側面図を示
す。
【００８８】
　図２６は管状部材２０を示し、管状部材２０の開口部の中のカムシャフト７０と、管状
部材２０とカムシャフト７０の開口部を横切って延びるピン９２を有する。図のブレード
１０はピン用凹部１６を有し、ピン９２はブレード１０を通って延び、ブレードは長手方
向に移動可能である。
【００８９】
　図２７は、腹腔鏡鉗子２の遠位端６の端の斜視図を示す。遠位端は、１対の対向するジ
ョー４０に接続された管状部材２０を含む。管状部材は、ピン９２として構成された離間
部材９０を含む。管状部材はまた、そこを通って延びるピン９２を含むカムシャフト７０
を含んでいてもよい。カムシャフト７０のピン９２は、ジョー４０のピボットジョイント
５２に接続される。ジョー４０は、保護カバー４３で被覆された脚部４４を含み、脚部４
４は脚部４４間に延びるブレードトラック４９を有する。ジョーが閉じると、ブレード１
０はブレードトラック４９を通って延び、カッティング機能を実行する。ブレード１０は
ピン用凹部１６を含み、ピン９２がその中に延び、ブレード１０が軸方向に移動可能とな
る。
【００９０】
　図２８は、図２７の腹腔鏡鉗子２の、線２８－２８に沿って切った断面図を示す。腹腔
鏡鉗子２は管状部材２０を含む。管状部材２０は内管１２０と、内管１２０とブレードシ
ャフト１２の一部に沿って延びる外管１２２を有し、ブレード１０は管状部材２０と内管
１２０を通って延びる。内管１２０はカムシャフト７０を含み、これはカムシャフト７０
を横切って延びるピン９２を有する。ピン９２は、ジョー４０のピボットジョイント５２
に接続される。ピン９２として構成された離間部材９０は、カムシャフト７０のピン９２
の前に配置される。離間部材９０はジョー４０を、ジョーが遠位方向に移動されるか、管
状部材２０が近位方向に移動された時に分離する。ジョー４０は、脚部４４にアーチ状区
間４２を含み、これは、アーチ状区間４２が管状部材２０と接触する時にジョー４０を閉
じるのを助ける。ブレード１０はジョー４０間に配置される。
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【００９１】
　図２９は、腹腔鏡鉗子２の分解図を示す。腹腔鏡鉗子２は管状部材２０を含み、これは
、内管１２０とブレードシャフト１２を格納する外管１２２を含む。管状部材２０はカム
シャフト７０を含み、これはピン９２として構成された離間部材９０を含む。離間部材９
０は、内管１２０のピンの遠位側に配置される。ガイド６０が内管１２０の中に配置され
る。ガイドは、ブレードシャフトガイド６２と、ブレードシャフト１２を受けるジョーシ
ャフトガイド６４を含む。ブレードシャフト１２は、１対の対向するジョー４０間に延び
るブレード１０に接続される。１対の対向するジョー４０の各々は、内管１２０のピン９
２に接続されたピボットジョイント５２を含む。
【００９２】
　図３０はジョー４０を示す。ジョー４０は脚部４４を含み、これはジョー４０を閉じる
のを助けるアーチ状区間４２を有する。脚部４４はこれらの間に延びるブレードトラック
４９を含む。ジョー４０は保護カバー４３を含み、これはジョー４０のヒール４６から前
部４８まで延びる。ピボットジョイント５２はジョー４０の近位端に配置され、それによ
ってジョー４０は開位置から閉位置へと旋回できる。
【００９３】
　図３１は、カバーを外した状態の腹腔鏡鉗子２のハンドピース４の側面図を示す。管状
部材２０はハンドピース４から延びる。管状部材は、外管１２２を内管１２０（図示せず
）に関して移動させる付勢部材１０６とロック部材１５２と連通する。
【００９４】
　本明細書に記載される数値はすべて、ある単位で増える下端数値から上端値までのすべ
ての数値を含むが、何れかの下側数値と何れかのより高い数値の間には少なくとも２単位
離れている。例えば、ある構成要素の量またはある工程可変値、例えば温度、圧力、時間
等の数値が例えば、１～９０、好ましくは２０～８０、より好ましくは３０～７０と記載
されている場合、１５～８５、２２～６８、４３～５１、３０～３２等の数が明確に本明
細書に列挙されているものとする。１未満の数値については、１単位は０．０００１、０
．００１、０．０１または０．１と適宜考えられる。これらは、明瞭に意図されたものの
一例にすぎず、列挙された最小値と最大値の間のすべての考えうる数値の組合せが、本出
願中に同様の方法で明記されていると考えられるものとする。
【００９５】
　別段のことわりがないがきり、すべての範囲は両方の端点および端点間のすべての数を
含む。「約」または「概して」が範囲に関して使用されている場合、これは範囲の両端に
適用される。それゆえ、「約２０～３０」は、「約２０～約３０」を含み、少なくとも明
記された端点を含む。
【００９６】
　特許出願と公報を含むすべての記事と参考文献の開示は、あらゆる目的のために参照に
よって援用される。組合せを説明するための「基本的に～からなる」という用語は、明記
された要素、成分、構成要素またはステップおよび、組合せの基本的および新規の特徴に
実質的な影響を与えないその他すべての要素、成分、構成要素、またはステップを含むも
のとする。本明細書中の要素、成分、構成要素またはステップの組合せを説明するための
、「～を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」または「包含する（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」と
いう用語の使用もまた、基本的にその要素、成分、構成要素またはステップからなる実施
形態を想定している。本明細書中の「～してもよい（ｍａｙ）」という用語を使用するこ
とによって、含め「てもよい」として記載された属性が任意選択であるものとする。
【００９７】
　複数の要素、成分構成要素またはステップは、統合された要素、成分、構成要素または
ステップによって提供できる。あるいは、単独の統合された要素、成分、構成要素または
ステップは、別々の複数の要素、成分、構成要素、またはステップに分けられてもよい。
ある要素、成分、構成要素、またはステップを説明するための冠詞（ａ）または「１つの
」の開示は、追加の要素、成分、構成要素またはステップを排除しようとするものではな
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【００９８】
　当然のことながら、上記の説明は例示を目的としており、限定的ではない。当業者にと
っては、提供された例以外の多くの実施形態および多くの応用が、上記の説明を読むこと
によって明らかとなるであろう。したがって、教示の範囲は上記の説明を参照して判断さ
れるべきではなく、付属の特許請求の範囲および、かかる特許請求の範囲について認めら
れる均等物の全範囲を併せて参照することにより判断されるべきである。特許出願と公報
を含むすべての記事と参考文献の開示は、あらゆる目的のために参照によって援用される
。以下の特許請求において、本明細書で開示された主題の何れかの態様が省かれていても
、かかる主題が放棄されたのではなく、発明者がかかる主題を開示された発明的主題の一
部と考えていないとみなすべきでもない。
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